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表紙写真の説明 

襲来する津波流が浜辺の盛土（緑のシート部分）により迂回している状況 

名取市閖上 

海上保安庁/第二管区海上保安本部仙台航空基地の提供（MH906撮影）の一部 

津波の越流により裏側から侵食し,破堤した防潮堤 

岩沼市北新田 

越流した日和山富士 

名取市閖上 

奇跡の一本松 

陸前高田市20110502 

津波の越流に耐えた堤防 

仙台市井土浦 

液状化で浮上したマンホール 

浦安市新浦安 

 

  



はじめに 

 

一般財団法人 災害科学研究所の前身は，昭和 9（1934）年の室戸台風の甚大な水害を契機に，昭和 12（1937）

年 1月に設立された「日本学術振興会 災害科学研究所」まで遡る．その後，第二次世界大戦時の組織改編を経て，

昭和 23（1948）年 8 月に文部大臣認可のもとに財団法人として再編され，平成 24（2012）年 4 月に非営利型財

団法人に移行した由緒ある財団法人である．設立当初よりほぼ 80年の歳月を経ているが，当初は風水害，地震災

害，地盤災害などの自然災害を中心とする研究に大きく貢献し，その後今日まで，多くの工学的分野において，自

然災害のみならず人為災害や事故も含めた広範な調査・研究に数多く関わってきた． 

初期の主な研究成果としては，阪神大水害の調査，西大阪の地盤沈下の調査，大阪の大気中の塵埃の災害に及ぼ

す影響に関する調査研究，静岡市の大火に関する物理学的な延焼の経過及び防火の調査研究などがあり，第二次世

界大戦後の主な研究成果としては，新潟地震，伊勢湾台風等の研究調査，沖縄宮古島に於ける風圧が災害に及ぼす

影響の研究，長良川決壊の現地調査などが挙げられる．近年では，自然災害のみならず，特に人為による災害が重

視されており，研究所としても，自然及び社会との調和を重視した災害に強い国づくりに関する調査研究，たとえ

ば関西国際空港関係の調査研究なども数多く手がけ，災害防止に大いに貢献してきた． 

平成 23（2011）年 3 月 11 日に東北地方太平洋沖地震が発生し，地震，津波，原発による 3 重災害である未曾

有の東日本大震災がもたらされた．この地震はマグニチュード 9.0であり，貞観地震（869 年）以来の 1000 年に

一度の巨大地震であった．特に，津波による壊滅的被害が広域に渡り，死者・行方不明者も２万人近くに及んでい

る．加えて，津波によって引き起こされた我が国初の原子力発電所事故が，国の根幹を揺るがしかねない状況をつ

くり出している． 

然るに，災害科学研究所は，上述のように当初から自然災害に焦点を当て数多くの災害調査を行ってきたが，昭

和 39（1964）年の新潟地震に調査団を派遣して調査報告書を作成して以来，自然災害への調査団を組織しなくな

った．これにはいくつかの理由が考えられるが，主なものとして，多くの学会や大学・研究機関が組織的に調査団

を派遣するようになったこと，それらの調査団に災害科学研究所の研究員が多数参加していること，などが挙げら

れる． 

とはいえ，これだけ大規模な地震災害を目の当たりにし，今後さらに南海トラフ地震などの巨大地震が来襲する

ことが想定されている中，災害科学研究所としては，その原点に立ち戻って，その減災に向けた社会的寄与を積極

的にすべきであるとの結論に至り，「東日本大震災報告書編纂委員会」を組織した．本報告書の編纂に際しては，

執筆者自身の活動成果および他の機関，研究者などによる活動成果をレビューすることにより，東北地方太平洋沖

地震による地震動および津波による被害およびその対応の実態を体系的に整理し，教訓として取りまとめるとと

もに，将来，危惧されている類似の巨大地震（特に，南海トラフ地震）に対する備えに対する課題を提言するよう

にした． 

本報告の本編は，第１編「東日本大震災から学ぶ」，第２編「震災調査報告および被害写真」および第３編「東

日本大震災からの教訓と提言－まとめにかえて－」の３編からなる．総ページ数は 800 ページ近くにもなってい

る．第１編においては，東日本大震災は広域でかつ多様な災害であるので，その全体像を把握できるような内容に

なるように務めたつもりである．特に，今回の大震災の大きな特徴の一つは，津波による福島原発事故であるので，

この関連の記述も含めるようにした．第２編では，震災発生の比較的早い段階から震災調査をはじめ，ほぼ被災地

全域を調査した結果として，撮影地点を明示した多数の被害写真とともに，震災調査報告として被災の基本情報を

示した．今後，アーカイブとして各方面で活用していただければ幸いである．第３編では，第１編と第２編に示す



東日本大震災からの教訓をまとめるとともに，南海トラフ地震など来るべき巨大地震に備えることを目指して提

言をした． 

また，本報告書は２部構成とした．すなわち，大量のカラー写真があることも考慮して，報告書の本編を pdf フ

ァイルとして CDに収録するとともに，ハードコピーの要約編を作成し，本編の内容において，執筆者が特記した

い重要かつ必須の事項を抜粋し，利用の便を図るようにするとともに，本編の関連個所を明記した．従って，まず

要約編を一読されて，興味をもたれた事項について，本編【CD版】の詳細な背景データを参照して頂くことをお

勧めする． 

東日本大震災が発生して3年が経過したこの時期に，本書を発刊できたことに対して，当初の目的を果たすこと

ができ，非常な喜びとともに安堵している．今後，多方面でご活用いただければ幸いであり，多くの亡くなられた

方々の無念のお気持ちに少しでも報いることができればと願っている． 

最後に，本書の執筆者の方々，編纂委員会委員の方々，ならびに日ごろから災害科学研究所にご支援を頂いて

いる方々に，心から厚くお礼を申し上げる． 

 

平成 26 年 3 月 

 

 一般財団法人 災害科学研究所 

 理事長  松 井  保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[本書の構成と利用上の注意] 

１． 本書は，本編（CD版, 771ページ）および要約編（ハードコピー版, 60ページ）から構成されている． 

２． 本編（CD版）は，以下の３編から構成されている． 

・第１編 東日本大震災に学ぶ（308ページ） 

・第２編 震災調査報告および被害写真（401ページ） 

・第３編 東日本大震災の教訓と提言－まとめにかえて－（62ページ） 

３． 要約編（ハードコピー版）は，本編（CD版）の第１編と第２編を要約したものであり，本編の関連する

箇所が明示されている． 

４． したがって，要約編を一読された後，興味を持たれた本編（CD版）の関連箇所を検索して，その詳細を

確認されることをお勧めする． 

５． 本編（CD版）の関連箇所の検索に当たっては，本編目次の該当する章や節をクリックすれば，直ちに関

連箇所にアプローチできる． 
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